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　令和 7（2025）年も 4 月となり，桜の便りが
国内各地から届いています．本誌がお手元に届
く頃には桜前線も北上し，北の地でも満開の桜
がみられていることと思います．
　もう 5 年も前のことになりますが，新型コロ
ナウイルスパンデミック初期の影響を受けて，
卒業式や入学式，そしてお花見はどうなるんだ
ろうというニュースで溢れていました．今年は
いろいろな年度替わりの行事や楽しいイベント
が，何事もなかったかのようにスムーズに行わ
れているように見受けられます．災害や紛争・
戦争，政治の変化など，国内外は依然として大
きく揺れ動いていますが，お花見などができる
落ち着いた日常が保たれるよう願うばかりです．
　さて，先月刊行の本誌 3 月号は「他科の視点・
診療連携の観点でみる母斑・母斑症」その 1 と
して「総論および疾患別の概説」の特集をお送
りしました．今回の 4 月号ではこれに続く特集
その 2 として「診療科ごとに関わりの深い母斑
症の診療ポイント」につき，小児科・耳鼻科・
整形外科・皮膚科・形成外科・脳外科・泌尿器
科のエキスパートの先生方にご執筆をお願いし
ました．日常診療上でも遭遇する機会のある

「母斑症」も，分子遺伝学の進歩によって診断・
治療に大きな変化がみられてきています．この
機会にあらためてこれらの進展とますます重要

となる多診療科の連携について読み取っていた
だければ幸いです．
　綜説には，周産期医療において早期診断と医
療介入に重要な疾患の一つである「新生児ミト
コンドリア病」について寄稿いただきました．
社会小児科学欄として小児医療と行政の橋渡し
として，国立成育医療研究センターが取り組ん
でいる「成育こどもシンクタンク」等について
の紹介を，トピックス欄では「無鎮静による乳
児・新生児の ABR 検査や MRI 撮影への工夫

（真空固定具）」について紹介をしていただきま
した．目で見る小児科には「反復性リンパ節炎
が疑われた腋窩部副乳例」を，症例は「ESBL
産生大腸菌による反復性尿路感染症の乳児に対
するホスホマイシンの予防投与」「有熱時けいれ
んを主訴に受診し，けいれんを反復した水中
毒」について報告をいただきました．日本医科
大学小児科教室による最近の外国業績は，今回
は腎・尿路系に関する 4 論文の紹介をいただき
ました．
　春の陽気にまどろみながら本誌に目を通すの
も一興かと思います．どうぞ今月号をお楽しみ
ください．

� （岡部　信彦）
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